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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両に設けられた電子識別手段と、
　前記車両に設けられた前記電子識別手段用の電子読取及び／または書き込み手段と
　を備え、
　前記電子識別手段と前記電子読取及び／または書き込み手段とは電波送受信装置を備え
、
　前記電子識別手段の前記電波送受信装置は少なくとも一つの高周波（ＨＦ）電波送受信
装置及び少なくとも一つの極超短波（ＵＨＦ）電波送受信装置である
　ことを特徴とする車両の自動識別システム。
【請求項２】
　請求項１記載の車両の自動識別システムにおいて、
　前記少なくとも一つの高周波電波送受信装置は１０ｃｍから９０ｃｍの間の距離におい
て読取られ及び／または書き込まれることができ、
　前記少なくとも一つの極超短波電波送受信装置は３００ｃｍから１０００ｃｍの間の距
離において読取られ及び／または書き込まれることができる
　ことを特徴とする車両の自動識別システム。
【請求項３】
　請求項１または２記載の車両の自動識別システムにおいて、
　前記少なくとも一つの高周波電波送受信装置は、使用時は前記車両の見える位置に固定
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され、
　前記少なくとも一つの極超短波電波送受信装置は、直ちに見ることのできない場所の前
記車両の構造の一部に設けられる
　ことを特徴とする車両の自動識別システム。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の車両の自動識別システムにおいて、
　前記電子識別手段は電子メモリを備える
　ことを特徴とする車両の自動識別システム。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載の車両の自動識別システムにおいて、
　前記電子読取及び／または書き込み手段は、
　アンテナと、
　エンコード／認識装置と、
　入出力されるデータの入力及び表示のためのユーザーインタフェースと
　を備えることを特徴とする車両の自動識別システム。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかに記載の車両の自動識別システムにおいて、
　前記電子読取及び／または書き込み手段は、
　この電子読取及び／または書き込み手段により実行される読取及び書き込み動作の全て
を保管する追加電子保管手段を備える
　ことを特徴とする車両の自動識別システム。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに記載の車両の自動識別システムにおいて、
　前記電子識別手段内でマイクロチップに入れられるデータは、所定のアクセスキーなし
では読取及び／または改変が許可されないように暗号化されている
　ことを特徴とする車両の自動識別システム。
【請求項８】
　車両識別システムにおいて、
　請求項１～７のいずれかに記載の車両の自動識別システムと、
　自動車の窓に刻印された前記車両の識別コードと、
を備えることを特徴とする車両識別システム。
【請求項９】
　複数のデータが関連づけられている少なくとも一台の車両を用意するステップと、
　前記車両に設けられ、前記車両を識別するデータ及び／または技術データ及び／または
前記車両に関連する付加的情報を備えた情報の組をアーカイブするアーカイブ手段を備え
た電子識別手段を用意するステップと、
　前記車両に設けられた前記電子識別手段用の電子読取及び／または書き込み手段を用意
するステップと、
　前記電子読取及び／または書き込み手段により前記車両に設けられた前記電子識別手段
から、そして電子識別手段に、前記情報の組の中から選択された情報の組を転送するステ
ップと
　前記電子読取及び／または書き込み手段により前記車両に設けられた前記電子識別手段
から、そして電子識別手段に前記情報の組を転送するステップと
　を備え、
　前記電子識別手段の電波送受信装置が少なくとも一つの高周波（ＨＦ）電波送受信装置
と、少なくとも一つの極超短波（ＵＨＦ）電波送受信装置と、を備える車両を識別する方
法。
【請求項１０】
　請求項９記載の車両を識別する方法において、さらに
　前記車両の窓にこの車両の識別コードを刻印するステップと、
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　前記識別コードに関連して前記車両に関するデータを前記アーカイブ手段に登録するス
テップと
　を備えることを特徴とする車両を識別する方法。
                                                                        
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は物体識別システムの分野に関わり、特に、しかし限定されないが、電子自動車
識別システムに関わる。
【背景技術】
【０００２】
　本発明は、電子機器を用いて自動車を識別し、自動的に自動車に関連するデータを取得
することの可能な自動車両識別電子システム及び方法に特に注目して開発された。
【０００３】
　例えば、異なる幅の棒の列を用いてデータまたは／及び情報の組をエンコードするバー
コードのような物体に関する情報を自動識別するシステムはしばらくの間知られている。
棒の列は光学式読取装置のような電子機器により読み取られて解釈され、物体に関するデ
ータを操作者に与える。
【０００４】
　例えば、車両のカテゴリーのための特定の公共登録簿に使用される多数の車両の識別コ
ードを用いて自動車の認識を行うシステムもしばらくの間知られている。自動車の場合、
型式、モデル、シリンダー容量、シャシー番号及び登録データが登録番号に関連づけられ
る。データは上述の登録簿に記録され、その自動車の登録書類に示される。データは、登
録番号を検索することで登録簿から探し出すことができ、または登録書類を閲覧すること
で確認できる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　これら既知の識別システムの主の不利な点の一つは、オリジナルの識別コードが何らか
の形で車両から消去され、置き換えられ、偽造され、または取り除かれてしまった場合、
識別が不可能になるか誤った識別に導かれてしまうことである。例えば、自動車のナンバ
ープレートは他の自動車のプレートや偽造のプレートと置き換えられうるし、登録書類は
盗難され、偽造されうる。
【０００６】
　他の不利な点は、車両の識別コードにつきものである識別コードの更新手続の複雑さと
作業実施に必要とされる時間である。
【０００７】
　本発明の目的は、車両の識別を迅速にしかも誤差の余地を極めて低くすることの可能な
自動識別システム及び方法を提供することで、既知のシステムの不利な点を克服すること
にある。
【０００８】
　本発明の他の目的は、車両に関する一又はそれ以上のアイテムを迅速にしかも安全に更
新させうる自動識別システム及び方法を提供することにある。
【０００９】
　本発明のさらなる目的は、製造及び利用が簡単で簡単に使用できるシステム及び実行が
容易な方法を提供し、これらシステム及び方法により経済的支出を抑制することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　これら目的を達成するために、本発明の主題は添付の請求の範囲により規定されたシス
テム及び方法である。
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【００１１】
　本発明の主な利点の一つは、このシステムが車両の識別における大きな確実性を提供し
、従って、万が一盗難または紛失が生じた場合、所有者は彼の車両を見つけ出す大きな機
会を持つ。本発明の識別システムは、車両に関連する保管されたデータと同様に、警察当
局によって自由に使用されうる。かかる便宜は、保険会社は損失のリスクを低減すること
から、保険契約の協定に反映されうる。
【００１２】
　本発明の特に好適な実施例によれば、車両に関連づけられた情報には、車両の現時点で
の状況に関する情報を含みうる。長年にわたり、車両は数々の変更を受け得、それは、例
えば効果的なメンテナンスによる良い方向への変更と、例えば放置、適合しないパーツや
コンポーネントによる改変、さらに報告されない事故による悪い方向への変更とのどちら
かである。従って、車両の実際の価値は、例えば車両の年数に関連づけられる標準的な係
数により実行される理論的評価に対して実質的に変動しうる。
【００１３】
　本発明の他の利点は、車両に関連する全ての情報は、これら情報をより正確に評価する
ために電子的フォーマットによりかつ遠隔的に制御可能である。例えば、販売する場合に
、本発明の識別システム内にある情報は、例えば電子メール及び／またはインターネット
のような遠隔送信システムにより送信され、車両の遠隔販売を促進できる。あるいは、警
察当局による検査の場合に、車両の識別コードに関連づけられた車両情報は迅速にかつ遠
隔的に検索でき、登録書類に表示された実際の情報との比較を促進できる。
【００１４】
　本発明のさらなる特徴及び利点は、限定されない例として純粋に提示される以下の好適
な実施例により明らかになるであろう。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明による自動車両識別システムは、例えば、しかしこれに限定されないが、電波に
よる個体識別（radio frequency identification：ＲＦＩＤ）技術を用いてデータを保持
し送信及び／または受信するタグ（電子タグ）、トランスポンダまたはラベルのような電
子識別手段を備える。タグは所定量のデータが保持可能な電子メモリ、好ましくはマイク
ロチップを備える。タグはさらにアンテナを備え、そして、例えば蓄電装置、好ましくは
バッテリーのような外部電源を備えてもよい。本発明の一実施例によれば、マイクロチッ
プは高周波（ＨＦ）技術による電波送信システムを備え、最大６４キロバイトのデータが
保持可能であり、例えば、しかしこれに限定されないが、１３．５６Ｍｈｚで動作する。
高周波タグは、１０～９０ｃｍの範囲の距離で読取及び／または書き込み可能である。
【００１６】
　マイクロチップに保持されうるデータは種々の形式及び種類でありえる。例えば、しか
しこれに限定されないが、以下のデータの一またはそれ以上が含まれる：車両所有者の氏
名及び税金コード、及び／または車両所有者が法人の場合は付加価値税（ＶＡＴ）登録番
号、車両形式、車両のシャシー番号、車両登録番号及び初度登録日。同様に、追加情報と
して、例えば外部特性や車両の安全に関連のある技術特性のような車両の技術特性に関連
するデータもマイクロチップに保持可能である。どんな場合でも、中央保管所に入れられ
たさらなる情報を入手するために用いられる車両識別コードも同様にマイクロチップに保
持可能である。
【００１７】
　タグは車両に付随され、例えば、しかしこれに限定されないが、車両の構造体の一部に
取り付けられ、さらに好ましくは車両の窓、及び／またはダッシュボード、及び／または
車両の見える他の部分に取り付けられる。
【００１８】
　本発明の自動識別システムはさらに、例えば、しかしこれに限定されないが、マイクロ
チップの読取及び書き込みを行う電波装置のような電子識別手段の読取及び／または書き
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込みを行う手段を備える。装置は、アンテナと、エンコード／認識装置とマイクロチップ
に入出力されるデータの入力及び表示のためのユーザーインタフェースとを備える。
【００１９】
　マイクロチップに入れられたデータは、所定のアクセスキーなしではいかなる読取及び
書き込み装置でも、及び／または権限のない人によっても読取及び／または改変できない
ように、好ましくは既知の暗号化及び／またはエンコードシステムにより暗号化及び／ま
たはエンコードされる。本発明の一実施例によれば、暗号化システムは製造者により提供
された一義的なマイクロチップコード及びセキュリティコードを備え、これらは一または
それ以上のエンコードアルゴリズム及び／またはこれらの組合せにより暗号化されている
。
【００２０】
　本発明のシステムはさらに、所定量の情報を保持可能なＲＦＩＤテクノロジーを用いた
追加的なタグを備えてもよい。この追加的なタグは車両に付随され、好ましくは、例えば
容易に見ることのできない位置のような車両の構造体の一部に取り付けられる。より好ま
しくは、追加的なタグは、車両の所有者以外はその正確な位置を知らないようにこの車両
所有者により直接的に固定される。例えば、タグはシートの一つの下やダッシュボードの
内部やグローブボックスの内壁や、容易に見ることのできないその他いずれの位置に固定
されても良い。
【００２１】
　特に有利な特徴によれば、この追加的マイクロチップは、例えば、しかしこれに限定さ
れないが、８５２～９２６Ｍｈｚの周波数範囲の極超短波（ＵＨＦ）技術により動作する
電波送信システムを備える。ＵＨＦタグは、３００～１０００ｃｍの範囲内で読取及び／
または書き込まれることができる。この特徴は、権限のない者が読取／書き込み手段を用
いて追加的マイクロチップの位置を特定することを許可せず、従って追加的マイクロチッ
プを取り除くことが防止される。
【００２２】
　当然、当業者であれば上述以外の電波送信システム及び／またはその組合せを特定する
ことができるであろう。同様に、当業者であれば、本発明の趣旨から逸脱することなく異
なる暗号化及び／またはエンコードシステムを特定することができるであろう。
【００２３】
　上述のタグに対してデータの読取及び／または書き込みを行える読取／書き込み装置は
、車両識別サービス及び車両データ更新サービスを行う権限のある正規の所定のセンター
に供給される。好ましくは、さらに読取／書き込み装置は、警察当局の通常のパトロール
活動や、例えば道路封鎖作業の間のように、特定の車両を追跡して停止させるための特別
な活動の間において、この警察当局が車両を迅速にかつ自動的に識別できるように、この
警察当局に直接供給され、あるいは警察当局センターが自身で使用可能とされる。
【００２４】
　さらに、認証センター及び警察当局のいずれも、車両識別の結果として、その識別コー
ドに関連するさらなる車両データが格納される中央保管所にアクセス可能である。
【００２５】
　本発明の一実施例によれば、読取及び書き込み装置は、この装置により実行される読取
及び書き込み活動の全てと、同様にこの活動を実行する操作者のデータ及び識別のような
さらなる追加データとが保管される、例えば電子メモリのような追加電子格納手段を備え
る。
【００２６】
　本発明による自動車両識別方法は、対応するデータベースを生成し、次いでこのデータ
ベースを制御するステップを備える。このステップは、複数のデータ、特に、データの組
の一般的アーカイブをアーカイブする手段の提供を含む。各々のデータの組は特定の車両
に関連づけられ、登録データ、技術データ、及び車両に関連する付加データを含むファイ
ルを備える。例えば、自動車の場合、技術データは登録番号、型式、モデル、シリンダー
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容量、エンジンのパワー、シャシー番号、タイヤのタイプ、用途のタイプを備えうる。方
法はさらに、例えば、しかしこれに限定されないが、ファイルを保持する電子格納手段の
ような格納手段と、一般的アーカイブ内のファイルに含まれるデータを送信する送信手段
とを備える。さらに、この方法は、一般的アーカイブ内に含まれるファイルを分類し索引
を付ける分類手段を備える。
【００２７】
　データの全ては上述の車両に設けられた電子識別手段に保管され、同様に、例えばデー
タ収集センターのような遠隔地にある電子基板にも保管される。好ましくは、各々のファ
イルは、登録簿内の登録データが変更される場合に実時間的に更新されるように、公共の
登録簿にリンクされうる。
【００２８】
　そして、各々の車両に対応するファイルの全ては、例えば、しかしこれに限定されない
が、電子データベースのような単一の一般的アーカイブを作るように収集されそして体系
化され、その後、必要なデータが迅速にかつ容易に読み出し可能にされる。アーカイブは
、所定の論理に従って現存するファイルの全てを分類可能な所定の索引付けパラメータに
従って構築されかつ体系化されることができ、また、電子データベースの場合、より簡易
かつ迅速な参照のために、索引付けられまたは索引づけられていないサーチエンジンを備
えうる。
【００２９】
　本発明の好適な実施例によれば、本発明の識別システムのデータベースに入れられる車
両は権限のある識別センターに持ち込まれる。この車両を特徴付けるファイルは、車両に
設けられた電子識別手段と、同時に電子プロセッサとに入れられる自動車の技術データの
記録により権限のあるセンターにおいて生成される。
【００３０】
　このように生成されたファイルは電子プロセッサに保管され、例えばモデムを介した遠
隔接続のような電子送信手段により一般的データベースに入れられる。あるいは、通常の
発送手段（郵便、小包）によりデータ収集センターに送られる、例えばＣＤ－ＲＯＭや他
の同様な装置のような可搬電子基板上で保管が実行されても良い。
【００３１】
　電子識別手段、好ましくは、第一のタグが車両の見える位置に取り付けられ、第二のタ
グが所有者の選択による見えない位置に取り付けられるような一又は二つのタグにあるフ
ァイルのコピーは車両の所有者に発行される。
【００３２】
　上述の電子識別手段の一つを備える車両を識別する必要がある時はいつでも、本発明の
システムにアクセスする権限を有し、及び／または権限が与えられた読取装置を所有する
全てのオペレータにとって、迅速かつ自動的にアクセスするためには、読取装置を車両の
見える位置に配置されたタグの近傍に置けば十分である。同様に、車両が見えない位置に
あるタグを備え、見える位置にあるタグは既に取り除かれまたは改ざんされたときであっ
てもなお、正規のオペレータは、ドライバーがそのことに気付かず、あるいは見えない位
置にあるタグの位置を指摘せずとも情報に迅速かつ自動的にアクセスすることができる。
【００３３】
　例えば、偶然に、定期的機械的チェックの間、自発的な追加、及び／または車両の上述
した要素の除去の際に、ファイル内に元来存在していたデータの一またはそれ以上の追加
事項が変更された場合、このような変更はまた権限のある識別センターまたは権限のある
法人を通じてファイルに入れるべきである。一般的データベースに保管された情報はこれ
により絶えず、しかも時機に即して更新される。これらセンターには、上述の読取及び書
き込み装置により更新され及び／または修正される、車両に付随するタグ内に存在するデ
ータが同様に提供される。本発明の特に有利な特徴によれば、車両を索引付けて分類する
方法及び対応するデータベースを生成してから制御する方法は、また、システムに入れら
れ保管されるデータの安全を守って保証する手段の提供を含む。特に、各々の権限のある
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センターには、この権限のあるセンターの操作者が一般的データベースにアクセスするこ
とを許容する所定の保証当局により発行された識別コードが提供される。識別コードは各
々の権限のあるセンターにより各々のファイルに追加され、これにより、新しいデータを
一般的データベースに入れる前に、各々のファイルの正確な来歴を検査し、この識別コー
ドが信頼できるものである場合はデータの入力に権限を与えることができる。同様に、識
別コードは、車両の所有者が持ち込もうとする権限のあるセンターの効果的な認証を検査
することにも使いうる。さらに識別コードは、例えば車両保守センターや警察当局のよう
な、車両の情報を引き出すためにファイルを閲覧する全ての者に対して、ファイル内に含
まれているデータの正確性や信憑性を保証することを手助けする。
【００３４】
　本発明の方法は、国内に出回っている全ての車両の詳細なアーカイブを生成することが
できる。このアーカイブは、全ての保険会社及び警察当局が自由に使用することができる
が、しかしさらに、例えば中古車販売業者、アクセサリー製造者、そしてより一般的には
自動車のアフターマーケットの運営担当者も自由に使用することができる。そして、アー
カイブに保管されている車両の情報は、関心のある一またはそれ以上のパラメータに従っ
て処理され、これにより、上述した車両の一又はそれ以上の要素に関する顧客の車両また
は顧客の嗜好に関する個性化に関する市場のトレンドを示すレポートを得ることができる
。
【００３５】
　このシステムの使用者に対して特定の利点を提供する付加的サービスが電子識別システ
ムに設けられる。例えば、車両の牽引、故障した場合の車両交換、事故、火事、盗難、暴
力による完全及び／または一部盗難、タクシー提供、燃料供給、タイヤのパンク、タイヤ
チェーンの調整のような一般的支援サービスが含まれうる。
【００３６】
　火災、盗難、自然現象、社会政治現象、破壊行為、一般的には犯罪行為、窓の破壊に対
する保険、全部または一部の損害保険、衝突に対する保険、カスコ（Ｋａｓｋｏ）保険、
第三者車両損害賠償責任保険（ＰＬＩ）のような追加的保険サービスも同様に電子識別シ
ステムに設けることができる。
【００３７】
　本発明の別の好適な実施例によれば、今まで記載した識別システムには、自動車の窓に
恒久的なマーキングを行う方法を用いる車両識別システムとこのようなマーキングを実行
するのに特に好適な装置とを備える。例えばアルファベット文字を含む番号、好ましくは
、しかしこれに限定されないが、自動車のシャシー番号の登録番号のような車両識別コー
ドが車両の窓に刻印されている。このマーキング作業を実行する会社は、上述のコードに
関連づけられた車両に関するデータをアーカイブまたは登録簿に保管する。これにより、
検査作業の際、窓に刻印された車両の登録番号やシャシー番号が対応するものであること
を保証することができる。このことは、窃盗犯が自動車の登録番号やシャシー番号を非合
法に変更しようとした場合、刻印された窓の全てを変更することを義務づけるので、全て
の窃盗に対する意欲を大きく削ぐことになる。
【００３８】
　マーキング装置は、例えば、研磨剤が放射されるノズルを有するサンドブラスト銃と、
このノズルの辺りに配置され、窓に刻印すべき記号に対応する形状をそれぞれ有する複数
の穴からなるマスクとを備える。使用する際には、穴から現れる研磨材が高速でマスクに
含まれる記号を窓に刻印する。マスクは、窓に刻印すべき記号が変更可能となるように修
正されてもよい。
【００３９】
　上述の実施例は、二つの異なる自動車識別システム、一つは電子的、もう一つは可視的
なものを組み合わせている点で特に有利である。さらに、この実施例は、動的データ収集
システムと盗難防止システムとを同時に車両に設けることを可能にしており、これらシス
テムは、各々のオペレータ、権限のあるセンター及び警察当局が、必要な場合は実時間で
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閲覧できるように遠隔電子データベースに接続される。
当然、発明の本質はそのままで、発明の範囲から外れることなく、上述した実施例に関し
てその形や構成の詳細は広く変更可能である。
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